
 

 

第３６回出雲全日本大学選抜駅伝競走の結果について  

 

１ 期日 令和６年(2024)１０月１４日（月・祝）「スポーツの日」 

  

２ コース ス タ ー ト： 出雲大社正面鳥居前（勢溜） 

 フィニッシュ： 出雲ドーム前 

 全６区間 ４５．１ｋｍ 

  

３ 放送日時 フジテレビ系列にて全国生中継（地元はＴＳＫさんいん中央テレビ） 

 １３時００分～１５時２５分 

  テレビ視聴率  〔フジＴＶ〕 ５．９％（前回（Ｒ５）６．９％） 

 〔Ｔ Ｓ Ｋ〕１１．３％（前回（Ｒ５）９．６％） 

  

４ 大会結果  

 ⑴ 総合成績 １位：國學院大學             ２時間０９分２４秒 

 ２位：駒澤大学              ２時間１０分０４秒 

 ３位：青山学院大学            ２時間１０分２４秒 

 ⑵ 区間賞 １区：鶴川 正也     （青山学院大学）   ２３分４０秒 

 ２区：吉田 響      （創価大学）     １５分４６秒 

 ３区：ヴィクター キムタイ（城西大学）     ２３分４２秒 

 ４区：野中 恒亨     （國學院大學）    １７分４２分 

 ５区：上原 琉翔     （國學院大學）    １８分１２秒 

 ６区：平林 清澄     （國學院大學）    ２９分０３秒 

 

５ 第３６回大会について  

⑴ 序盤から順位が大きく変動する、出雲駅伝らしいスピード駅伝が展開し、最終６区で 

の素晴らしいラストスパートによって、國學院大學が５年ぶり２回目の優勝を果たし 

た。  

  ⑵ 出雲市出身の駒澤大学の伊藤蒼唯選手が４区でトップに立つ素晴らしい走りを見せ、 

また、アイビーリーグ選抜が過去最高の５位入賞を果たした。 

⑶ 参加チームの熱いレースやスタート・フィニッシュ付近での学生応援団による大規模 

応援、沿道での多くの方の熱い声援などを全国の皆様に届けることができた。 

 

６ その他 

大会運営には、競技役員をはじめ、市民や地元企業・団体、学生等の皆様、また、除 

草・清掃活動、フラワーポットの設置などのコース沿線の美化活動にボランティア団体 

など、総勢２，０００名の方の協力をいただいた。 
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